
施設、機能の分析（利用率等）／利用者ニーズの把握分析 ／ データ等に基づく地域分析、地域分析に関する情報収集・把握

パブリックコメント等の実施

地域ごとの資産保有の最適化方針 策定

最適化検討（ワークショップによる市民ニーズの把握・利用状況調査・利用者団体ヒアリング等）

ワークショップ等を通じた意見交換

【施設に関する分析】 【地域に関する分析】

（仮称）地域ごとの資産保有の最適化方針（案）策定

最適化検討対象施設候補の考え方の整理

【R５】

【R６】

【R７】

（仮称）地域ごとの資産保有の最適化方針の基本的な考え方 策定

軸施設とその検討対象となる他施設のグループ（軸施設グループ）の仮設定

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について 資料２



資産マネジメント第３期実施方針（以下、「方針」という。）においては、個々の施設に係る適正配置について検討

を⾏っていくにあたり、検討の起点となる対象施設（以下、「軸施設」という。）及び、検討の相手方となる他施設を
抽出して検討することとしており、それらを「最適化検討対象施設候補」とする。

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について

【最適化検討対象施設候補の考え方の整理】

軸
施
設
（
Ａ
）

軸
施
設
以
外

軸
施
設
グ
ル
ー
プ

検討の相手方が無く、単体で整
理するもの

グループを作り複合化等を
検討するもの

検討の相手方となる他施設
（B）

検討の相手方が無い施設

最適化
検討対象
施設候補
（A＋B）

検討済の施設

当面の間継続して
いく施設

モ
デ
ル
地
域
内
の
全
て
の
公
共
施
設

検
討
済

の
施
設



モデル地域選定時の「優先順位付けの指標」
のうち利用状況点数１点以上の施設（※２）又
は公共施設白書で利用者数を集計していない
施設で使い方の状況を個別に勘案して抽出し
た施設

令和7年度末時点で築３７年以上の施設

「築年数」
庁舎等建築物は原則として目標耐用年数６０年以上を
目指すとしており、設備などの更新周期（約２０年）を踏
まえると築４０年頃に一定の修繕コストを要することから、そ
の前段（３年程度）で施設の方向性の整理が必要

（※１）・市民・関係団体が利用できる部屋（貸室）を有していない施設、及び個別計画策定済みの学校施設及び市営住宅など本取組とは別に事業
に関する計画等に基づき検討する施設については、軸施設の対象外とするが、検討の相手方となる他施設に含まれる場合がある。
・既に最適化検討済みの施設については、検討の対象外とする。
・軸施設以外について、検討を進める中で、社会環境変化等により最適化検討が必要と考えられる場合は、軸施設に加えることがある。

（※２）公共施設白書で利用者数を把握している全施設で比較し、利用度偏差値45未満は２点、45以上50未満は１点、50以上０点とする。

「施設の状況」
今ある施設を賢く使うため、利用状況に課題
がありそうな施設を検討

要件１

軸施設については、方針において 「築年数を基準として最適化の検討対象となる施設を選定し、対象施設を⼗分に
絞り込むことが困難な場合は、築年数の条件に当てはまる各施設について、ハード⾯の状況、及び施設の利用状況な
どのソフト⾯の状況を総合的に勘案した上で、検討対象とすべき施設の絞り込みを⾏うこと」とされていることから、以
下の要件により選定したものを「軸施設」（※１）とする。

【軸施設の選定について】

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について

要件２

かつ



最適化検討にあたっては、方針において「広域的観点に基づく検討」を示しており、施設単体の検討のみではなく、
複数の施設を含む広域的な視点で施設の適正配置を検討することとしている。

⇒軸施設の検討対象となる他施設については、施設の持っている機能や利用状況、利用者範囲などを分析した上
で抽出し、軸施設を中心としたグループ（以下、「軸施設グループ」）を仮設定する。

※ 他施設が無い場合には、軸施設単体で検討する。
※ 他施設の抽出は、今後の利用者範囲の調査などを踏まえて⾏うため、検討の初期段階では、近くにある施設を
中心に検討を進める。

イメージ

軸施設

軸施設グループ

（ワークショップ資料抜粋）

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について

【軸施設とその検討対象となる他施設のグループの仮設定について】

軸施設から距離は離れているが、
利用者範囲の調査を踏まえ抽出し
た施設③

黄色の円は
初期の軸施設グループ



（
仮
称
）
地
域
ご
と
の
資
産
保
有
の
最
適
化
方
針
の
基
本
的
な
考
え
方

Ｒ６最適化検討の進め方

施設特性に関する分析

地域特性に関する分析

災害リスクに関する分析

機能重複等に関する分析

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
分
析

【進め方】
・軸施設の課題整理を行い、周辺施設の距離や機能等を踏まえた軸
施設グループを構築し、軸施設の賢い使い方や周辺施設との機能
重複、複合化の可能性を整理する。
・また、利用者範囲や用途についての利用状況調査や利用者団体ヒ
アリング等を実施し、利用者圏域の特定や、機能ごとの状況など
利用者の実情を把握する。

・不特定多数が使う機能を有する施設を中心にワークショップを開
催し、機能に関する市民ニーズ等を把握する。
・集約した情報を基に、以下の分析手法に基づき最適化検討を行う。

【分析の手法】※方針から抜粋

最適化
検討対象
施設候補

R６

検討済の施設

当面の間継続
していく施設

（
仮
称
）
地
域
ご
と
の
資
産
保
有
の
最
適
化
方
針

R７

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について

【検討の視点】
必要な機能の実現においては、将来の人口減少を見据え、対象や
時間帯など施設の使い方を見直す検討のほか、将来の改修時期に
おける複合化・多目的化に向けた検討を行う。

必
要
な
機
能
の
整
理

【最適化検討の進め方について】

施設の使い方の確認



最適化検討を継続する対象施設

利用促進に関する検討

既存機能のあり方検討

将来人口推計等を踏まえ、施設の集約統合・
他用途への転換等の再配置の方向性を検討

（
仮
称
）
地
域
ご
と
の
資
産
保
有
の
最
適
化
方
針

R８～R７

施設の方向性決定
（機能決定＝適正配置
＝最適化検討の終了）

最適化方針を踏まえ、施設の改修
時期に向けて個別検討

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について

【Ｒ７以降の検討全体の流れ】



令和6年度 令和7年度

４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月 4月～9月 10月～3月

ワークショップ・
オープンハウス説
明会

最適化検討

利用団体
ヒアリング

議会等

運営手法の検討

団体の選定・日程調整・結果集約

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
説
明
会

第
３
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

総務委員
会報告
（４～５
月頃）

第
４
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

軸施設グループの施設の使い方検討
・多目的化や複合化、運用見直し等の対象施設と継続施
設などの選定
・モデル部会等を活用した各局との調整・検討

・１００周年セレモニー

最適化方針
（案）策定
作業

総務委員
会報告
（11月
頃）

（仮
称
）地
域
ご
と
の
資
産
保
有
の
最
適
化
方
針
（案
）

★
政
調

★
政
調
（仮
称
）地
域
ご
と
の
資
産
保
有
の
最
適
化
方
針

総務委員
会報告
（3月頃）

成果報
告のとり
まとめ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
成
果
説
明
会

施設利用状況調査

最適化方
針の基本的
な考え方策
定作業

既存参加者のつなぎ止めの検討
（施設見学、ニュースレターなど）

（仮
称
）地
域
ご
と
の
資
産
保
有
の
最
適
化
方
針
の
基
本
的
な
考
え
方

軸施設グループ内の方向性につい
て今後の考え方を整理

オープンハウ
ス説明会
準備

区町連へ説明
（６月頃）

総務委員
会報告
（２～３
月頃）

★
本
部
会
議
・
公
マ
ネ
委
員
会

★
本
部
会
議
・
公
マ
ネ
委
員
会

★
本
部
会
議
・
公
マ
ネ
委
員
会

第
５
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

パブ
コメ

地域ごとの資産保有の最適化検討の進め方について

【スケジュール】


